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「
二
十
歳
を
考
え
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ポ
ー
ト
を
募
集

　
今
年
の
成
人
式
は
五
月
十
一
目

（
日
）
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
今
年
の

成
人
式
該
当
者
は
六
百
九
十
人
で
す

が
、
公
民
館
で
は
「
二
十
歳
を
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
、
レ
ポ
ー
ト
の
提

出
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
テ
ー
マ
／
①
農
業
を
考
え
る
②
農

　
　
村
問
題
を
考
え
る
③
出
稼
間
題

　
　
を
考
え
る
④
都
会
か
ら
の
わ
た

　
　
し
の
脱
出
⑤
織
物
の
将
来
を
考

　
　
え
る
⑥
わ
た
し
の
職
業
⑦
わ
た

　
　
し
の
青
春
⑧
わ
た
し
の
結
婚
観

　
　
⑨
親
か
ら
学
ん
だ
こ
と
⑩
初
め

　
　
て
選
挙
権
を
得
て
⑪
わ
た
し
の

　
　
訴
え
た
い
こ
と
⑫
詩
「
二
十

　
　
歳
」
⑬
そ
の
他

螺
講
饗

無
鱗
拶

露
酬
繊
鵡

蘇
養
藷
心

書
き
方
／
レ
ボ
ー
ト
の
初
め
に
テ

　
　
ー
マ
、
氏
名
、
住
所
、
職
業
を

　
明
記
の
こ
と

枚
数
／
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
タ
テ

　
書
き
四
枚
前
後

　
〆
切
り
／
三
月
十
五
日
（
土
）

　
宛
先
／
十
日
町
市
公
民
館
「
二
十

　
　
歳
の
記
録
」
係

　
看
護
婦
（
士
）
等
修
学

　
資
金
貸
与
希
望
者
を

　
募
集

　
市
役
所
保
健
課
で
は
、
昭
和
五
十

年
度
看
護
婦
（
士
）
及
び
准
看
護
婦

（
士
）
修
学
資
金
貸
与
希
望
者
を
つ

ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
資
格
者
は
、
看
護
婦
等
の
養

成
施
設
に
在
学
す
る
者
で
、
将
来
十

日
町
市
内
に
勤
務
を
予
定
し
て
い
る

方
で
す
。

　
貸
付
額
等

　
貸
付
額
は
、
高
等
看
護
学
院
生
月

額
六
千
円
、
准
看
護
学
院
生
月
額
三

千
円
で
す
。
な
お
、
免
許
を
取
得
し

た
後
、
市
内
で
業
務
に
従
事
し
た
期

間
が
三
年
以
上
に
達
し
た
と
き
は
修

学
資
金
の
返
還
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
保
健

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
血
液
無
料
化
制
度
を

　
ご
存
知
で
す
か

　
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
以
降
に

輸
血
を
受
け
た
人
（
但
し
献
血
さ
れ

た
保
存
血
液
の
輸
血
を
受
け
た
人
に

限
る
）
で
、
血
液
代
金
（
自
己
負
担

金
）
を
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
方
に

は
、
日
本
赤
十
字
社
が
そ
の
自
己
負

担
分
を
支
払
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
該
当
者
は
、
輸
血
を
受
け
た
医
療

機
関
で
証
明
書
を
受
け
て
、
新
潟
県

赤
＋
字
血
液
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
市
関

屋
下
川
原
一
の
三
の
一
二
）
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
血
液
セ
ン
タ
ー
で
の
給
付
申

請
の
受
付
期
間
は
、
自
己
負
担
金
を

医
療
機
関
に
支
払
っ
た
日
か
ら
一
年

以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
第
一
期
分

納
期
は
五
月
に
変
更

　
昭
和
五
十
一
年
度
評
価
替
え
準
備

智醐皆3
　　　　　月
十至大庭　　　　　の
雪昌曾塾壁休
丁病量医了医丁医日

三院三院二院二院救

矢蕾毛蕩砦震主奮急

一響六東七町一町医
番南番）番）番）

等
の
た
め
、
昭
和
五
十
年
度
固
定
資

産
税
第
一
期
分
の
納
期
は
五
月
に
変

更
し
ま
す
。
な
お
、
二
期
（
七
月
）

三
期
へ
九
月
）
、
四
期
（
十
一
月
）

は
従
来
通
り
で
す
。

　
新
水
地
区
簡
水
事
業

　
等
に
年
金
融
資

　
昭
和
四
十
九
年
度
分
年
金
積
立
金

還
元
融
資
額
が
つ
ぎ
の
と
お
り
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　
本
市
関
係

　
▽
市
営
グ
ラ
ウ
ソ
ド
照
明
施
設
新

設
事
業
九
百
八
十
万
円
▽
新
水
地
区

簡
易
水
道
事
業
千
六
百
万
円
▽
下
条

地
区
簡
易
水
道
事
業
三
百
七
十
万
円

▽
馬
水
地
区
簡
易
水
道
事
業
二
百
二

十
万
円

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
分
▽

と
畜
場
整
備
事
業
六
百
万
円

　
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
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村
山
さ
ん
、
人
命
救
助
で
表
彰

　
こ
の
ほ
ど
、
村
山
聡
太
郎
さ
ん

（
市
内
川
治
下
町
）
は
、
春
日
市
長

か
ら
、
人
命
救
助
の
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　
村
山
さ
ん
は
、
去
る
一
月
二
十

懸撒

春
日
市
長
か
ら
、
人
命
救
助
の

表
彰
を
受
け
る
村
山
さ
ん

　
（
二
月
七
日
、
市
長
応
接
室
で
）

分
▽
ご
み
焼
却
炉
増
設
事
業
一
億
三

千
八
百
四
十
万
円

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▽
宮
入
国
治
（
宮
下
東
）
一
万
円

▽
渡
辺
春
吉
（
高
田
町
二
）
テ
ー
プ

レ
コ
ー
ダ
ー
一
台
▽
岡
村
龍
太
郎

（
錦
町
二
）
一
万
五
千
円
▽
遠
田
貞

一
郎
、
（
川
治
上
町
）
香
典
返
し
五
万

円
▽
関
織
物
㈱
図
案
部
一
同
一
万
千

五
百
円
▽
青
山
早
苗
（
袋
町
西
）
謝

礼
二
千
円
▽
ナ
ッ
メ
・
愛
好
会
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ゥ
三
万
千
九
百
八
十

一
円
▽
十
日
町
相
撲
協
会
雪
ま
つ
り

チ
ャ
ソ
コ
な
べ
益
金
五
万
円

　
雪
ま
つ
り
舷
善
な
ぺ

　
▽
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
十
日
町
第
一

団
二
万
円
▽
雪
ま
つ
り
事
務
局
千
八

百
四
十
五
円
▽
本
町
二
丁
目
町
内
会

八
千
八
百
八
十
三
円
▽
本
町
三
丁
目

五
日
、
通
学
途
上
の
学
童
が
流
雪

溝
に
転
落
、
川
治
川
に
流
さ
れ
た

危
難
を
村
山
さ
ん
の
素
早
い
行
動

で
、
無
事
救
出
し
た
も
の
で
す
。

　
市
ほ
う
賞
規
則
第
二
条
第
一
号

（
人
命
救
助
し
た
も
の
）
該
当
表
彰

は
、
村
山
さ
ん
が
第
一
号
と
な
り

ま
す
。

　
流
雪
溝
の
フ
タ
は
開
け
放
し

　
に
し
な
い
で

　
市
及
び
警
察
署
で
は
、
流
雪
溝

の
フ
タ
は
、
消
雪
作
業
以
外
、
必

ず
し
め
る
よ
う
指
導
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
た
ま
た
ま
フ
タ
を
開
け
放

し
、
危
険
な
状
態
に
し
て
い
た
こ

と
が
事
故
の
原
因
に
な
っ
た
も
の

で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
注
意
を

強
く
望
ん
で
い
ま
す
。

　
村
山
さ
ん
の
話

「
流
雪
溝
が
気
に
な
り
、
見
回
り

し
た
と
こ
ろ
、
子
ど
も
が
浮
か
ん

で
い
た
o

　
ま
わ
り
の
み
な
さ
ん
の
協
力
で

助
か
つ
て
よ
か
つ
た
」
。

商
店
街
振
興
組
合
一
万
六
千
百
六
十

三
円
▽
十
日
町
繊
労
一
万
三
千
八
百

三
十
円

　
飲
酒
運
転
は
絶
対
し

　
な
い
よ
う
に

　
十
日
町
警
察
署
公
表
の
酒
酔
い
運

転
者
氏
名

　
服
部
正
二
　
（
大
字
八
箇
丙
二
一

　
　
　
　
　
　
九
）

県
展
出
品
作
品
を
募
集

　
第
三
十
回
県
美
術
展
ば
、
五
月
二

十
三
日
か
ら
、
県
内
六
会
場
（
十
日

町
会
場
は
七
月
五
日
～
十
一
日
）
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
　
（
出
品
作
品
の
搬

入
受
付
は
五
月
十
七
、
十
八
日
）
申

し
込
み
は
、
新
潟
日
報
社
事
業
局

（
新
潟
市
東
中
通
一
9
二
九
ー
三
二

一
一
番
）
へ
。

■市勢／人ロー50，508人（男24，491人・女26，017人）／世帯数…・”，484／面積一211．44K㎡（2刷日現在）
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　このところ市内では、こどもの交通事故が多く、昨年度は幼児6人
小学生9人、中学生2人の死傷者を出しました
　4月から、園児や児童生徒は、それぞれ新学期がはじまりました・
ことしこそ、悲惨な交通事故をなくしたいものです。
　　　　　　　　　正しい横断をやっている十日町保育所の良い子たち
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グラフと数字でみる

磐茨算
皿皿皿Wl

　3月10日から、3月24日まで開かれた市議会第1回定例
会で、昭和50年度予算がきまり、4月から新たに昭和50
年度市政のスタートがきられました。
　決定された一般会計予算のおもなものをグラフと数
字でみてみましょう　　。

市税

地　方
交付税

国県
支出金

■■50年度当初予算

（歳入合計45億1，884万円

懸49年度当初予算

（歳入合計34億7，090万円

■■5，840万円

2億1，780万円

2億4，057万円

2億4，002万円

市債

言者収入懸

その他睡1　1鯉

㌧
ノ
き
§

『’いく瓢鱒1

歳出性質別分析表
　　　　維持補修費
　　　／　　1．9％

普通建設費＼

秘　　　30．6％

曲
⊥
翻

　
激
、

物件費
8．4％

　　　的

恰計　経
　　　　費
884万円33．O

o％　　　％

　　その他

　　12．4％
　　　　　　公債費

　　　　　　　5．6％

等　惣
％　　4．9％　災害復旧費
　　　　　　　　　　　2．4％

人件費

〆歳出合1

45伽鰍
㌧　Ioo％

経
常
経
費

％急

　　54．6％　　　その他

　　　　　　　12．4％
　　　　　　　　　　公鷲

扶助費補助費等　　貸塁

　　　22．2％　　　　　4．9％

　　　　　　　　　　樵
・』％｛鰭出　

運、鰻饗凄

甲何にf夷わ九るカb触㍉
　　　　　　　　　　　　　　　　　／

11様器は含1驚鶯嬬は！

　　　　　　　　　　　　　　　　サ～1・922円教育費96・358円ノ

16，056円民生費70，574円｝
　　　　　　　　　　　　　　　叢
14，331円土木費62，987円｝　．
　　　　　　　　　　　　　　　‘　　2‘

9，313円総務費40，934円三
　　　　　　　　　　　　　　　ぞ
5・817円衛生費25・567円曳

5，324円　農林水産業費　23，400円　東

　　　　　　　　　　　　　　　　～
3・902円商工費　17」52円　鳳

　877円労働費　3，853円　蓋
　　　　　　　　　　　　　　　　～

．1二263円消防董潔禦、〆’
・頴与＜τ1－iこ之辱’∫周（‘｝’．層》ぐu』轡，凶ボ・　‘

費　目 主　な　る　事　業 予算額

教育費 西小学校建設工事費大池小赤倉分校建設工事費
4億3，531

　6，554
関　係 十日町小学校庭整備費 200

貯油タンク設置工事費 470

小学校営繕修繕費 786

中学校営繕修繕費 710

視聴覚ライブラリー負担金 184

奨　　　　　学　　　　　金 363
言語障害児病虚弱児指導事業費 58
郷土資料館建設工事費（第1年次） 4，000

中条地区公民館建設工事費 6，000

馬場上遺跡調査費 326
苗場山麓開発地区遺跡調査費 200

民生費
老　　人　　福　　祉　　費
生　　活　　保　　護　　費

1億6，347

1億8，064
関　係 身体障害者福祉費 1，387

冬季保安要員対策費 720

へき地保育所委託料 2，888

総合福祉センター負担金 223

土木費
市　道　改　良　工　事　費
市　道　舗　装　工　事　費

1億6，576

　5，477

関係 〃　　　　　（原材料） 3，000

国県道改良工事負担金 2，000

雪　　害　　対　　策　　費 7，650

都市計画道路改良工事費 2，916

下　水　道　事　業　費 1億0，212

都　市　公　園　造　成　費 2，900

大黒沢住宅集会所建設費 920

〃　　　結露防止工事費 924

総務費 交　通　安　全　対　策　費

県議会議員選挙費
4，029

441
関　係 市長・市議会議員選挙 502

国　　勢　　調　　査　　費 645

衛生費
虫　歯　予　防　対　策　費
看護婦・准看護婦等修学資金貸付金

300

157
関　係 妊産婦・乳児医療助成費 1，164

公　　害　　対　　策　　費 1，002

へき地医療対策費 464

農林水崖婁費 土地改良事業補助金 1，878

関　係 国　土　調　査　事　業　費 3，300

苗場山麓開発事業費 1，628

林　道　開　設　工　事　費 5，223

商工費 産業育成資金貸付金 3，600

関係 中小企業振興資金貸付金
雪　ま　つ　り　委　託　料

5，000

㎝
一韻事翻合 広域事務組合負担金 1億6，733

関　係 衛生施設組合負担金
魚沼スカイライン開発負担金

1億4，691

　660
魚　沼　学　園　負　担　金 278

伝染病舎組合負担金 187

『髄糠卸§ー

3
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ん
な
そ
ろ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
投
票
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
十
三
日
（
日
曜
日
）
。
市
長
・
市

　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
は
四
月
二

　
　
　
　
　
　
　
　
十
七
日
（
日
曜
日
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
挙
は
、
わ
た
し
た
ち
の
意
思
を

　
　
　
　
　
　
　
　
政
治
に
反
映
さ
せ
、
ま
た
政
治
に
代

　
　
　
　
　
　
　
　
表
者
を
通
じ
て
参
加
す
る
手
段
で
丸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
理
人
情
や
買
収
、
供
応
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
一
票
の
行
使
な
ど
し
な
い
よ
う
、
明

　
　
　
　
　
　
　
　
る
い
選
挙
で
、
よ
く
見
、
よ
く
聞
き

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
く
考
え
た
上
で
自
分
の
一
票
を
投

　
　
　
　
　
　
　
　
票
し
て
く
だ
さ
い
。

市
役
所
人
事
異
動
（
角
占
付
）

　
課
長
級
5
、
」
内
は
旧
廷

▽
市
民
課
長
樋
熊
徹
へ
教
委
社
会

教
育
課
長
）
▽
社
会
福
祉
事
務
所

長
根
津
清
治
（
環
境
課
長
）
▽
環

境
課
長
開
発
一
郎
（
市
民
課
長
補

佐
）
▽
教
委
社
会
教
育
課
長
田
村

達
夫
（
社
会
教
育
課
長
補
佐
）
▽

選
管
事
務
局
長
・
参
事
・
市
民
課

長
補
佐
徳
永
成
太
（
総
務
課
長
補

佐
）
▽
農
林
課
参
事
滝
沢
良
太
（
農

林
課
副
参
事
）
▽
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
館
長
島
田
久
蔵
（
社
会
福
祉

事
務
所
次
長
）
▽
市
民
課
参
事
・
行

政
相
談
員
鈴
木
貞
次
（
総
務
課
参

事
・
行
政
相
談
員
）

稲
作
転
換

　
実
施
計
画
書
の
提
出
を

　
稲
作
転
換
対
策
は
、
こ
と
し
で
終

わ
り
ま
す
が
、
稲
作
転
換
目
標
数
量

四
百
五
十
九
ト
ン
が
本
市
に
割
り
あ

て
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
も
農
家
別

目
標
数
量
を
示
さ
ず
転
作
等
希
望
者

か
ら
配
布
済
み
の
稲
作
転
換
実
施
計

画
書
を
提
出
い
た
だ
く
よ
う
農
事
連

絡
員
会
議
を
通
じ
お
願
い
し
ま
し
た

が
、
五
月
二
十
日
ま
で
に
農
事
連
絡

員
を
通
じ
、
市
農
林
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
特
に
、
新
規
に
転
作
等

を
行
な
う
水
田
と
昨
年
に
引
き
続
き

転
作
等
を
行
な
う
水
田
は
必
ず
実
施

計
画
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

広
域
事
務
組
合
の
場
所
が

か
わ
り
ま
し
た

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
は
、

四
月
一
日
か
ら
消
防
庁
舎
に
う
つ
り

ま
し
た
。
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至長野
国鉄飯山線
十日町駅

第一期下水道事業建設計画図

〆．
％グ
”鰹
　牽国蓮、塵

駅前汚水幹線

　　至小キ谷

　　　〃

・郊

本町西線

事業認可区域から

薯
川
材
謬
搬

馬毛鈍渉髄爆5に着手

＝
〃

十
日
町
終
末

　
処
理
場

（3）

　
市
で
は
、
下
水
道
準
備
室
を
設
け
公
共
下
水
道
の
建
設
計
画
を

進
め
て
い
ま
す
。
す
で
に
基
本
計
画
（
全
体
計
画
）
を
作
成
し
、
第

一
期
事
業
に
つ
い
て
建
設
省
の
認
可
が
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
本

下
水
道
市
財
政
事
情
を
考
慮
し

の
工
事
効
果
的
に
す
す
め
ま
す

　
市
下
水
道
事
業
基
本
計
画
で
は
、

計
画
区
域
を
七
百
二
十
五
診
、
処
理

人
口
三
万
八
千
人
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
な
か
で
、
都
市
計
画
法
に
基

づ
く
計
画
決
定
区
域
を
地
形
か
ら
考

え
て
、
川
治
川
か
ら
田
川
ま
で
の
市

街
地
を
中
心
に
決
定
し
、
計
画
決
定

区
域
三
四
九
P
、
処
理
人
口
一
万
九

千
人
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
下
水
道
の
建
設
は
、
多
額

の
費
用
と
年
月
が
必
要
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
い
た
ず
ら
に
計
画
区
域
を

広
く
し
て
も
、
将
来
変
更
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
も
で
て
く
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
市
の
財
政
事
情
、
地

形
等
を
十
分
考
慮
し
な
が
ら
、
計
画

決
定
区
域
の
な
か
か
ら
、
最
も
事
業

効
果
の
あ
が
る
区
域
に
つ
い
て
、
去

る
三
月
五
日
付
で
建
設
大
臣
の
事
業

認
可
を
得
た
わ
け
で
す
。

　
　
　
　
事
業
認
可
区
域

終
末
処
理
場
完
成
予
想
図

　
事
業
認
可
の
計
画
内
容

は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

が
、
第
一
期
事
業
と
し
て

十
日
町
駅
を
中
心
と
し
た

約
一
四
八
診
の
市
街
地
で

川
治
川
か
ら
田
川
の
間
で

国
鉄
飯
山
線
か
ら
、
東
側

の
山
沿
い
を
総
事
業
費
約

八
十
六
億
円
で
、
昭
和
五

十
六
年
ま
で
に
行
な
う
計

画
で
す
が
、
昭
和
五
十
年

度
か
ら
工
事
に
着
手
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
の
区
域
は
、
工
事
の

進
捗
状
況
に
応
じ
て
追
加

で
認
可
を
受
け
て
行
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

終
末
処
理
場
は
最
終
的
に

は
七
万
六
千
ト
ン
処
理
可

能
の
施
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、

と
り
あ
え
ず
、
こ
の
区
域
か
ら
出
る

汚
水
を
処
理
で
き
る
規
模
と
し
て
認

可
を
受
け
て
い
ま
す
。

工
事
の
進
め
方

　
ま
ず
、
認
可
区
域
の
中
で
、
処
理

場
ま
で
の
幹
線
と
な
る
汚
水
管
を
埋

設
し
て
、
こ
れ
に
枝
線
を
逐
次
接
続

し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
汚
水
管
の
埋

設
と
合
わ
せ
て
、
終
末
処
理
場
の
建

設
を
進
め
ま
す
が
、
処
理
場
の
建
設

は
、
昭
和
五
十
一
年
頃
か
ら
着
手
し

昭
和
五
十
五
年
頃
か
ら
一
部
処
理
開

始
の
予
定
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

汚
水
が
き
れ
い
な
水
に

　
各
家
庭
か
ら
流
さ
れ
る
汚
水
は
、

私
設
下
水
道
を
通
っ
て
、
自
然
流
下

で
処
理
場
に
入
り
、
き
れ
い
な
水
と

な
っ
て
川
に
流
す
わ
け
で
す
。
こ
の

私
設
下
水
道
は
、
道
路
と
私
有
地
の

境
界
付
近
に
つ
く
ら
れ
る
汚
水
ま
す

ま
で
を
い
い
、
こ
の
工
事
費
は
各
個

人
か
ら
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
汚
水
は

私
設
下
水
道
か
ら
直
接
公
共
下
水
道

に
流
さ
れ
ま
す
。

　
工
事
が
は
じ
ま
り
ま
す
と
、
道
路

を
掘
り
返
す
な
ど
市
民
の
み
な
さ
ん

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
〈
わ
し
い
こ
と
は
、

　
下
水
道
準
備
室
（
市
役
所
三
階

　
西
側
事
務
室
曾
七
⊥
一
二
一
二

　
番
）
へ
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
い
。
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グラフと数字でみる

磐茨算
皿皿皿Wl

　3月10日から、3月24日まで開かれた市議会第1回定例
会で、昭和50年度予算がきまり、4月から新たに昭和50
年度市政のスタートがきられました。
　決定された一般会計予算のおもなものをグラフと数
字でみてみましょう　　。

市税

地　方
交付税

国県
支出金

■■50年度当初予算

（歳入合計45億1，884万円

懸49年度当初予算

（歳入合計34億7，090万円

■■5，840万円

2億1，780万円

2億4，057万円

2億4，002万円

市債

言者収入懸

その他睡1　1鯉

㌧
ノ
き
§

『’いく瓢鱒1

歳出性質別分析表
　　　　維持補修費
　　　／　　1．9％

普通建設費＼

秘　　　30．6％

曲
⊥
翻

　
激
、

物件費
8．4％

　　　的

恰計　経
　　　　費
884万円33．O

o％　　　％

　　その他

　　12．4％
　　　　　　公債費

　　　　　　　5．6％

等　惣
％　　4．9％　災害復旧費
　　　　　　　　　　　2．4％

人件費

〆歳出合1

45伽鰍
㌧　Ioo％

経
常
経
費

％急

　　54．6％　　　その他

　　　　　　　12．4％
　　　　　　　　　　公鷲

扶助費補助費等　　貸塁

　　　22．2％　　　　　4．9％

　　　　　　　　　　樵
・』％｛鰭出　

運、鰻饗凄

甲何にf夷わ九るカb触㍉
　　　　　　　　　　　　　　　　　／

11様器は含1驚鶯嬬は！

　　　　　　　　　　　　　　　　サ～1・922円教育費96・358円ノ

16，056円民生費70，574円｝
　　　　　　　　　　　　　　　叢
14，331円土木費62，987円｝　．
　　　　　　　　　　　　　　　‘　　2‘

9，313円総務費40，934円三
　　　　　　　　　　　　　　　ぞ
5・817円衛生費25・567円曳

5，324円　農林水産業費　23，400円　東

　　　　　　　　　　　　　　　　～
3・902円商工費　17」52円　鳳

　877円労働費　3，853円　蓋
　　　　　　　　　　　　　　　　～

．1二263円消防董潔禦、〆’
・頴与＜τ1－iこ之辱’∫周（‘｝’．層》ぐu』轡，凶ボ・　‘

費　目 主　な　る　事　業 予算額

教育費 西小学校建設工事費大池小赤倉分校建設工事費
4億3，531

　6，554
関　係 十日町小学校庭整備費 200

貯油タンク設置工事費 470

小学校営繕修繕費 786

中学校営繕修繕費 710

視聴覚ライブラリー負担金 184

奨　　　　　学　　　　　金 363
言語障害児病虚弱児指導事業費 58
郷土資料館建設工事費（第1年次） 4，000

中条地区公民館建設工事費 6，000

馬場上遺跡調査費 326
苗場山麓開発地区遺跡調査費 200

民生費
老　　人　　福　　祉　　費
生　　活　　保　　護　　費

1億6，347

1億8，064
関　係 身体障害者福祉費 1，387

冬季保安要員対策費 720

へき地保育所委託料 2，888

総合福祉センター負担金 223

土木費
市　道　改　良　工　事　費
市　道　舗　装　工　事　費

1億6，576

　5，477

関係 〃　　　　　（原材料） 3，000

国県道改良工事負担金 2，000

雪　　害　　対　　策　　費 7，650

都市計画道路改良工事費 2，916

下　水　道　事　業　費 1億0，212

都　市　公　園　造　成　費 2，900

大黒沢住宅集会所建設費 920

〃　　　結露防止工事費 924

総務費 交　通　安　全　対　策　費

県議会議員選挙費
4，029

441
関　係 市長・市議会議員選挙 502

国　　勢　　調　　査　　費 645

衛生費
虫　歯　予　防　対　策　費
看護婦・准看護婦等修学資金貸付金

300

157
関　係 妊産婦・乳児医療助成費 1，164

公　　害　　対　　策　　費 1，002

へき地医療対策費 464

農林水崖婁費 土地改良事業補助金 1，878

関　係 国　土　調　査　事　業　費 3，300

苗場山麓開発事業費 1，628

林　道　開　設　工　事　費 5，223

商工費 産業育成資金貸付金 3，600

関係 中小企業振興資金貸付金
雪　ま　つ　り　委　託　料

5，000

㎝
一韻事翻合 広域事務組合負担金 1億6，733

関　係 衛生施設組合負担金
魚沼スカイライン開発負担金

1億4，691

　660
魚　沼　学　園　負　担　金 278

伝染病舎組合負担金 187

『髄糠卸§ー

3
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ん
な
そ
ろ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
投
票
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
十
三
日
（
日
曜
日
）
。
市
長
・
市

　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
は
四
月
二

　
　
　
　
　
　
　
　
十
七
日
（
日
曜
日
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
挙
は
、
わ
た
し
た
ち
の
意
思
を

　
　
　
　
　
　
　
　
政
治
に
反
映
さ
せ
、
ま
た
政
治
に
代

　
　
　
　
　
　
　
　
表
者
を
通
じ
て
参
加
す
る
手
段
で
丸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
理
人
情
や
買
収
、
供
応
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
一
票
の
行
使
な
ど
し
な
い
よ
う
、
明

　
　
　
　
　
　
　
　
る
い
選
挙
で
、
よ
く
見
、
よ
く
聞
き

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
く
考
え
た
上
で
自
分
の
一
票
を
投

　
　
　
　
　
　
　
　
票
し
て
く
だ
さ
い
。

市
役
所
人
事
異
動
（
角
占
付
）

　
課
長
級
5
、
」
内
は
旧
廷

▽
市
民
課
長
樋
熊
徹
へ
教
委
社
会

教
育
課
長
）
▽
社
会
福
祉
事
務
所

長
根
津
清
治
（
環
境
課
長
）
▽
環

境
課
長
開
発
一
郎
（
市
民
課
長
補

佐
）
▽
教
委
社
会
教
育
課
長
田
村

達
夫
（
社
会
教
育
課
長
補
佐
）
▽

選
管
事
務
局
長
・
参
事
・
市
民
課

長
補
佐
徳
永
成
太
（
総
務
課
長
補

佐
）
▽
農
林
課
参
事
滝
沢
良
太
（
農

林
課
副
参
事
）
▽
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
館
長
島
田
久
蔵
（
社
会
福
祉

事
務
所
次
長
）
▽
市
民
課
参
事
・
行

政
相
談
員
鈴
木
貞
次
（
総
務
課
参

事
・
行
政
相
談
員
）

稲
作
転
換

　
実
施
計
画
書
の
提
出
を

　
稲
作
転
換
対
策
は
、
こ
と
し
で
終

わ
り
ま
す
が
、
稲
作
転
換
目
標
数
量

四
百
五
十
九
ト
ン
が
本
市
に
割
り
あ

て
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
も
農
家
別

目
標
数
量
を
示
さ
ず
転
作
等
希
望
者

か
ら
配
布
済
み
の
稲
作
転
換
実
施
計

画
書
を
提
出
い
た
だ
く
よ
う
農
事
連

絡
員
会
議
を
通
じ
お
願
い
し
ま
し
た

が
、
五
月
二
十
日
ま
で
に
農
事
連
絡

員
を
通
じ
、
市
農
林
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
特
に
、
新
規
に
転
作
等

を
行
な
う
水
田
と
昨
年
に
引
き
続
き

転
作
等
を
行
な
う
水
田
は
必
ず
実
施

計
画
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

広
域
事
務
組
合
の
場
所
が

か
わ
り
ま
し
た

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
は
、

四
月
一
日
か
ら
消
防
庁
舎
に
う
つ
り

ま
し
た
。
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事業認可区域から

薯
川
材
謬
搬

馬毛鈍渉髄爆5に着手

＝
〃

十
日
町
終
末

　
処
理
場

（3）

　
市
で
は
、
下
水
道
準
備
室
を
設
け
公
共
下
水
道
の
建
設
計
画
を

進
め
て
い
ま
す
。
す
で
に
基
本
計
画
（
全
体
計
画
）
を
作
成
し
、
第

一
期
事
業
に
つ
い
て
建
設
省
の
認
可
が
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
本

下
水
道
市
財
政
事
情
を
考
慮
し

の
工
事
効
果
的
に
す
す
め
ま
す

　
市
下
水
道
事
業
基
本
計
画
で
は
、

計
画
区
域
を
七
百
二
十
五
診
、
処
理

人
口
三
万
八
千
人
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
な
か
で
、
都
市
計
画
法
に
基

づ
く
計
画
決
定
区
域
を
地
形
か
ら
考

え
て
、
川
治
川
か
ら
田
川
ま
で
の
市

街
地
を
中
心
に
決
定
し
、
計
画
決
定

区
域
三
四
九
P
、
処
理
人
口
一
万
九

千
人
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
下
水
道
の
建
設
は
、
多
額

の
費
用
と
年
月
が
必
要
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
い
た
ず
ら
に
計
画
区
域
を

広
く
し
て
も
、
将
来
変
更
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
も
で
て
く
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
市
の
財
政
事
情
、
地

形
等
を
十
分
考
慮
し
な
が
ら
、
計
画

決
定
区
域
の
な
か
か
ら
、
最
も
事
業

効
果
の
あ
が
る
区
域
に
つ
い
て
、
去

る
三
月
五
日
付
で
建
設
大
臣
の
事
業

認
可
を
得
た
わ
け
で
す
。

　
　
　
　
事
業
認
可
区
域

終
末
処
理
場
完
成
予
想
図

　
事
業
認
可
の
計
画
内
容

は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

が
、
第
一
期
事
業
と
し
て

十
日
町
駅
を
中
心
と
し
た

約
一
四
八
診
の
市
街
地
で

川
治
川
か
ら
田
川
の
間
で

国
鉄
飯
山
線
か
ら
、
東
側

の
山
沿
い
を
総
事
業
費
約

八
十
六
億
円
で
、
昭
和
五

十
六
年
ま
で
に
行
な
う
計

画
で
す
が
、
昭
和
五
十
年

度
か
ら
工
事
に
着
手
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
の
区
域
は
、
工
事
の

進
捗
状
況
に
応
じ
て
追
加

で
認
可
を
受
け
て
行
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

終
末
処
理
場
は
最
終
的
に

は
七
万
六
千
ト
ン
処
理
可

能
の
施
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、

と
り
あ
え
ず
、
こ
の
区
域
か
ら
出
る

汚
水
を
処
理
で
き
る
規
模
と
し
て
認

可
を
受
け
て
い
ま
す
。

工
事
の
進
め
方

　
ま
ず
、
認
可
区
域
の
中
で
、
処
理

場
ま
で
の
幹
線
と
な
る
汚
水
管
を
埋

設
し
て
、
こ
れ
に
枝
線
を
逐
次
接
続

し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
汚
水
管
の
埋

設
と
合
わ
せ
て
、
終
末
処
理
場
の
建

設
を
進
め
ま
す
が
、
処
理
場
の
建
設

は
、
昭
和
五
十
一
年
頃
か
ら
着
手
し

昭
和
五
十
五
年
頃
か
ら
一
部
処
理
開

始
の
予
定
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

汚
水
が
き
れ
い
な
水
に

　
各
家
庭
か
ら
流
さ
れ
る
汚
水
は
、

私
設
下
水
道
を
通
っ
て
、
自
然
流
下

で
処
理
場
に
入
り
、
き
れ
い
な
水
と

な
っ
て
川
に
流
す
わ
け
で
す
。
こ
の

私
設
下
水
道
は
、
道
路
と
私
有
地
の

境
界
付
近
に
つ
く
ら
れ
る
汚
水
ま
す

ま
で
を
い
い
、
こ
の
工
事
費
は
各
個

人
か
ら
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
汚
水
は

私
設
下
水
道
か
ら
直
接
公
共
下
水
道

に
流
さ
れ
ま
す
。

　
工
事
が
は
じ
ま
り
ま
す
と
、
道
路

を
掘
り
返
す
な
ど
市
民
の
み
な
さ
ん

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
〈
わ
し
い
こ
と
は
、

　
下
水
道
準
備
室
（
市
役
所
三
階

　
西
側
事
務
室
曾
七
⊥
一
二
一
二

　
番
）
へ
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
い
。
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こ
ど
も
を
事
故
か
ら
守
ろ
う

　
　
”
春
の
交
通
安
全
運
動
”

　
新
入
学
（
園
）
児
童
を
交
通
事
故
か

ら
守
ろ
う
ー
。
を
最
重
点
に
こ
と
し

も
春
の
交
通
安
全
運
動
が
繰
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
交
通
安
全
対

策
会
議
（
会
長
春
日
市
長
）
は
、
安
全

協
会
の
協
力
を
得
て
、
新
入
学
児
童

全
員
に
安
全
帽
と
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ

ー
を
贈
り
、
新
入
学
児
童
や
幼
児
を

対
象
と
し
た
交
通
安
全
教
室
の
開
催

カ
ン
ガ
ル
ー
の
会
や
交
通
安
全
ト
キ

ち
ゃ
ん
タ
ラ
ブ
な
ど
幼
児
交
通
安
全

ク
ラ
ブ
の
育
成
指
導
に
つ
と
め
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
期
間
中
、
交
通
安

全
推
進
員
や
安
協
、
婦
人
会
、
自
治

会
な
ど
の
団
体
が
、
幼
児
学
童
の
交

通
安
全
を
中
心
に
街
頭
指
導
を
行
な

い
ま
し
た
。
市
内
で
も
、
こ
ど
も
の

事
故
が
多
く
、
特
に
春
先
き
に
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
四
十
九
年
度

は
、
幼
児
が
六
名
、
小
学
生
九
名
、

中
学
生
二
名
の
計
十
七
名
が
負
傷
し

う
ち
一
名
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
恐
ろ
し
い
交
通
事
故
を
な

く
す
た
め
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
父
母
、
家
庭
で
の
注
意

◇
登
校
時
間
に
時
間
の
余
裕
を
も
た

せ
、
注
意
を
与
え
て
登
校
さ
せ
る
。

◇
き
め
ら
れ
た
通
学
・
通
園
路
を
歩

きおつけよう……

いつも通る道だけど

前
や
後
の
横
断
は
や
め
ま
し
ょ
う
り

□
道
路
で
の
遊
び
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ロ
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
横
断
は
危
険
、
左

右
を
た
し
か
め
て
手
を
上
げ
て
渡
り

ま
し
よ
う
o

口
右
側
を
一
列
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
醗
”

い
し
つ
け
と
保
護
に
気
を
く
ば
ろ
う
。

「
－
こ
ど
も
さ
ん
へ
の
注
意
」

□
道
路
へ
の
と
び
出
し
、
車
の
す
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
象

交
通
安
全
教
室
（
田
川
町
で
）

紛
諮
轟
讐

こ
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に

石
　
坂
　
賢
　
次
（
市
交
通
安
全
協
会
長
）

　
子
ど
も
の
交
通
事
故
は
、
比
較
的

自
分
の
家
の
近
く
の
裏
通
り
で
多
発

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
け
が
、
を
し
た
子
ど
も
の
年

齢
は
九
歳
以
下
が
非
常
に
多
く
、
な

か
で
も
三
歳
か
ら
五
歳
児
の
事
故
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
交
通
事
故
ほ
ど
悲
惨
な

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
を

交
通
事
故
か
ら
守
り
、
健
や
か
な
成

長
を
見
守
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ

ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　
お
母
さ
ん
は
、
毎
日
保
育
園
や
学

校
に
通
う
子
ど
も
さ
ん
を
見
て
い
る

と
、
急
に
頼
も
し
く
、
し
っ
か
り
し

て
見
え
て
、
　
「
わ
が
子
に
限
っ
て
」

と
考
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
実
は
、
こ
の
心
が
危
険
な
の
で
す
。

　
お
母
さ
ん
方
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
事

を
心
得
、
守
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

○
子
ど
も
の
性
格
を
よ
く
知
る
こ
と

　
　
気
早
や
で
あ
る
と
か
、
走
り
た

　
が
る
と
か
、
ぼ
ん
や
り
す
る
等
、

　
自
分
の
子
ど
も
の
性
格
を
知
る
こ

　
と
が
大
切

○
服
装
や
持
ち
物
に
も
注
意

　
　
衣
服
や
、
は
き
物
は
身
体
に
よ

　
く
合
っ
た
も
の
を
つ
け
さ
せ
る

○
帽
子
は
頭
に
合
わ
せ
、
あ
ご
ひ
も

　
は
切
れ
て
い
な
い
か

○
通
学
・
通
園
道
路
は
、
必
ら
ず
決

　
め
ら
れ
た
道
を
歩
い
て
い
る
か
確

　
め
る
。
な
お
、
時
に
は
お
母
さ
ん

　
も
一
緒
に
歩
い
て
、
ど
こ
が
危
険

　
か
、
ど
ん
な
注
意
が
必
要
か
を
、

　
自
分
で
確
め
る

0
時
間
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
行
く
よ

　
う
に

○
お
母
さ
ん
が
幼
児
と
歩
く
時
は
、

　
手
を
つ
な
ぎ
、
お
母
さ
ん
が
車
道

　
側
を
歩
く

0
雨
の
日
に
傘
を
さ
す
時
は
、
特
に

　
注
意
し
、
傘
は
大
き
す
ぎ
な
い
物

を
持
た
せ
る

◆
●
O
l
●
●
◆
●
●
1
●
●
◆
・
●
1
●
●
○
●
●
○
●
●
1
●
●
0
2
0
3
1
●
●
1
3
◎
3
1
●
●
1
●
●
○
●
●
0
3
◆
●
●
◆
●
●
◆
●
●
1
●
●
○
●
●

交
通
三
悪
は

　
恐
ろ
し
い
交
通
事
故
は
、
起
こ
し

た
く
な
い
も
の
ー
。
し
か
し
、
万
一

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
、
一
日
一

円
の
安
い
掛
金
で
お
互
い
に
助
け
あ

つ
て
見
舞
金
を
支
給
し
ょ
う
と
い
う

目
的
で
、
交
通
災
害
制
度
が
発
足
し

今
年
で
七
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
間
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
で

年
々
会
員
数
も
増
加
し
、
昭
和
五
十

年
二
月
現
在
で
、
会
員
数
二
万
八
千

百
五
人
、
加
入
率
五
十
五
％
と
な
り

交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

ま
し
た
。
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
願
い
も

む
な
し
く
事
故
は
な
か
な
か
減
り
ま

せ
ん
。
交
通
事
故
は
、
い
つ
自
分
の

身
に
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
人

は
、
ぜ
ひ
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
加
入
方
法
は
、
直
接
現
金
を
添
え

て
、
市
役
所
環
境
課
交
通
安
全
係
か

市
農
協
く
各
支
所
）
・
市
内
各
銀
行

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し

て
い
て
も
、
加
入
者
の
故
意
又
は
重

大
な
過
失
が
あ
っ
た
場
合
や
無
免
許

飲
酒
運
転
等
交
通
三
悪
に
よ
る
場
合

は
見
舞
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

加
入
資
格

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
人
は
だ
れ
で

も
年
齢
に
関
係
な
く
加
入
で
き
ま
す
。

　
共
済
掛
金

　
一
人
年
額
三
百
五
十
円
、
年
度
の

途
中
で
加
入
さ
れ
て
も
同
額
で
す
。

　
共
済
期
間

　
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
、
し
か
し
、
四
月
以
降
、
年

の
途
中
で
加
入
し
た
場
合
は
、
会
費

を
納
入
し
た
日
の
翌
日
か
ら
共
済
期

間
が
始
ま
り
ま
す
。

　
見
舞
金

　
死
亡
し
た
と
き
は
五
十
万
円
。
け

が
を
し
た
と
き
、
け
が
の
程
度
に
応

じ
て
五
千
円
か
ら
三
十
万
円
の
見
舞

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
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建
設
中
の
西
小
学
校

　
　
　
　
5
1
年
4
月
開
校
を
め
ざ
し
て

　
西
小
学
校
の
建
設
は
、
昭
和
四
十

九
年
八
月
着
工
以
来
、
二
ヵ
年
継
続

事
業
で
進
め
ら
れ
、
す
で
に
外
観
が

出
来
あ
が
り
、
現
在
内
装
工
事
が
急

ピ
ッ
チ
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
総

事
業
費
は
五
億
三
干
五
百
万
円
。

　
校
舎
が
完
成
す
る
昭
和
五
十
一
年

四
月
に
は
、
学
校
規
模
は
十
九
学
級

（
普
通
十
八
、
特
殊
一
）
と
適
正
規
模

と
な
り
、
恵
ま
れ
た
環
境
の
な
か
で

教
育
効
果
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
西
小
学
校
は
、
十
日
町
小
学
校
と

川
治
小
学
校
を
分
離
し
、
市
街
地
の

北
西
部
に
あ
た
る
本
町
西
線
の
西
側

（
寅
甲
．
一
六
五
番
地
）
一
角
に
建
設

す
る
も
の
で
、
西
小
学
校
に
入
学
す

る
児
童
は
、
昭
和
五
十
年
四
月
一
日

か
ら
名
目
的
に
分
離
し
、
西
小
学
校

が
完
成
す
る
昭
和
互
十
一
年
四
月
ま

で
、
そ
れ
ぞ
れ
両
校
の
校
舎
で
学
習

を
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
国
鉄
飯
山
線
西
側
を

　
通
学
区
に

　
西
小
学
校
の
通
学
区
は
、
い
ま
ま

で
の
十
日
町
小
学
校
、
川
治
小
学
校

の
通
学
区
を
つ
ぎ
の
と
お
り
変
更
し

編

急ピッチに工事がすすめられている
　　　　　　　西小学校の建設現場

ま
す
。

　
十
日
町
小
学
校
区
の
飯
山
線
か
ら

西
側
地
域
と
川
治
小
学
校
区
の
川
治

川
か
ら
北
に
飯
山
線
か
ら
西
側
地
域

で
す
。

　
市
教
委
で
は
、
通
学
路
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

四
月
分
休
日
救
急
医

13

日
（
日
）
池
田
医
院
禾
町
西
．
）

　
　
　
　
　
　
曾
、
一
－
二
五
八
一
番

20

日
（
日
）
山
ロ
医
院
褒
町
忠

　
　
　
　
　
　
曾
．
丁
一
二
七
四
番

27

日
（
日
）
中
条
病
院
北
塗

　
　
　
　
　
　
曾
ヒ
ー
三
〇
一
八
番

29

日
（
祝
）
庭
野
医
院
（
神
明
町
〉

　
　
　
　
　
　
魯
二
－
二
七
一
一
番

昭
和
5
0
年
度
春
季
火
災
予
防
運
動

　
昭
和
5
0
年
度
春
季
火
災
予
防
運
動
の
閣
環
と
し
て
、
十
日
町
地

域
消
防
本
部
・
署
は
、
こ
の
ほ
ど
、
防
火
相
談
所
、
消
防
展
や
高

層
建
築
物
の
消
防
救
助
訓
練
等
主
婦
の
た
め
の
防
火
教
育
な
ど
を

実
施
し
、
火
災
の
未
然
防
止
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彙
　
轟

賞
悶
騰

働

出
火
は
2
6
件

　
昭
和
4
9
年
度
火
災
発
生

　
白
書

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
・
署
は
、

こ
の
ほ
ど
昭
和
4
9
年
度
の
市
内
火
災

発
生
状
況
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
出
火
総
数
は
2
6

件
で
損
害
額
は
四
百
六
十
万
五
干
円

で
し
た
。
こ
れ
は
、
昭
和
4
8
年
に
く

ら
べ
、
四
二
・
六
％
の
減
、
件
数
で

四
件
の
増
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

昭
和
4
8
年
度
死
傷
者
10
人
に
対
し
昭

和
4
9
年
度
は
0
と
死
傷
者
は
で
ま
せ

ん
で
し
た
。
火
災
は
、
ち
ょ
づ
と
の

油
断
か
ら
大
事
に
い
た
る
ケ
ー
ス
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
火
の
元
に
は
、
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

山
火
事
に
ご
注
意

　
春
先
に
な
る
と
、
例
年
山
火
事
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
春
先
き
の
火
災

原
因
は
、
た
き
火
や
タ
バ
コ
の
火
の

不
仕
末
が
ほ
と
ん
ど
を
し
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
、
山
菜
取
り
等
で
山

に
入
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

た
き
火
や
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
は
絶

対
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
み
ん
な
の
協
力
で
、
無
火
災
の
記

録
を
う
ち
た
て
た
い
も
の
で
す
。

　
医
学
の
た
め
に

　
　
　
　
　
献
体
を

　
医
科
大
学
で
は
、
解
剖
実
習
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
体
構

造
を
知
る
た
め
の
学
問
で
、
将
来
の

立
派
な
医
者
を
育
て
る
た
め
に
最
も

大
切
な
学
問
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
自
分
の
遺
体
を
解
剖
学
実
習
の
教

材
と
し
て
、
医
学
の
お
役
に
立
て
た

い
と
い
う
人
々
の
集
ま
り
に
「
白
菊

会
」
が
あ
り
ま
す
。
白
菊
会
で
は
、

医
学
の
進
歩
の
た
め
に
献
体
し
よ
う

と
い
う
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
だ
れ
で
も
入
会
で
き
ま
す

　
白
菊
会
に
は
、
だ
れ
で
も
入
会
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
会
員
に
な
ら
れ
た

か
ら
と
い
っ
て
、
報
酬
や
特
点
は
全

く
あ
り
ま
せ
ん
。
▽
あ
な
た
の
献
体

　
去
る
二
月
二
十
七
日
、
イ
タ
リ

ア
国
コ
モ
市
と
姉
妹
都
市
提
携
が

な
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、

東
小
学
校
三
年
三
組
の
木
内
聡
子

（
本
町
七
－
二
）
さ
ん
か
ら
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
便
り
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
　
本
文

　
春
日
市
長
様

　
市
報
と
お
か
ま
ち
を
読
み
ま
し

た
。
ラ
ウ
ラ
・
ク
レ
リ
チ
さ
ん
と

文
通
し
た
い
の
で
す
が
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
よ
い
の
で
す
か
。
も
う

一
つ
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
り
っ
ぱ
な
学
校
を
建
て
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
が
、
七
．
1
目
の
通

学
路
が
な
く
て
困
っ
て
い
ま
す
。

　
一
日
も
早
く
通
学
路
を
つ
く
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
お
答
え

　
ラ
ウ
ラ
さ
ん
の
住
所
は
、
つ
ぎ

登
録
に
家
族
全
員
の
同
意
が
必
要
▽

あ
な
た
に
肉
親
が
い
な
い
場
合
は
、

友
人
と
か
地
区
の
委
員
か
ら
、
あ
な

た
の
献
体
同
意
者
に
な
っ
て
、
も
ら

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
い
こ

と
は
、
新
潟
市
旭
町
通
り
一
番
町
・

白
菊
会
新
潟
大
学
支
部
（
奮
㎜
6
1

6
1
番
内
線
3
0
7
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
事
業
所
統
計
調
査
に

　
ご
協
力
を

　
五
月
十
五
日
現
在
で
、
農
業
を
除

く
市
内
の
全
産
業
を
対
象
と
す
る
事

の
と
お
り
で
す
。
英
文
は
万
国
共

通
で
す
が
、
無
理
で
し
た
ら
、
日

本
文
で
送
ら
れ
て
も
、
コ
モ
市
に

日
本
人
も
い
ま
す
の
で
、
訳
せ
る

と
思
い
ま
す
。
航
空
運
賃
は
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
十
砂
・
百
円
、
十
好
．
増
す

ご
と
に
九
十
円
増
し
。
航
空
書
簡

五
十
円
で
す
。

　
通
学
路
は
、
農
道
、
私
道
で
す

と
む
ず
か
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、

現
在
の
国
道
か
ら
東
小
学
校
ま
で

の
道
路
（
四
日
町
新
田
岡
入
線
）

約
二
八
○
層
間
を
こ
と
し
幅
員
九

・
五
冒
（
歩
道
を
含
む
）
に
拡
幅

す
る
予
定
で
す
。
踏
切
に
つ
い
て

も
、
し
ゃ
断
機
を
取
り
つ
け
る
よ

う
国
鉄
に
交
渉
中
で
す
。

輔舞．

響轄

盤雛．
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籔
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業
所
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
調
査
員
が
事
業

所
へ
お
伺
い
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
主
な
調
査
事
項

　
事
業
所
名
、
従
業
者
数
、
事
業
内

容
　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▽
四
月
十
七
日
…
…
稲
荷
町
三
、

四
の
一
部
～
千
代
田
町
、
午
前
八
時

半
～
午
後
一
時
ま
で
　
▽
四
月
十
八

日
…
…
田
麦
、
午
前
九
時
～
正
午
ま

で
　
▽
四
月
ニ
レ
四
日
…
…
城
之
古

一
部
～
高
島
の
一
部
、
午
前
九
時
半

～
午
後
一
時
半
ま
で
。
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こ
ど
も
を
事
故
か
ら
守
ろ
う

　
　
”
春
の
交
通
安
全
運
動
”

　
新
入
学
（
園
）
児
童
を
交
通
事
故
か

ら
守
ろ
う
ー
。
を
最
重
点
に
こ
と
し

も
春
の
交
通
安
全
運
動
が
繰
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
交
通
安
全
対

策
会
議
（
会
長
春
日
市
長
）
は
、
安
全

協
会
の
協
力
を
得
て
、
新
入
学
児
童

全
員
に
安
全
帽
と
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ

ー
を
贈
り
、
新
入
学
児
童
や
幼
児
を

対
象
と
し
た
交
通
安
全
教
室
の
開
催

カ
ン
ガ
ル
ー
の
会
や
交
通
安
全
ト
キ

ち
ゃ
ん
タ
ラ
ブ
な
ど
幼
児
交
通
安
全

ク
ラ
ブ
の
育
成
指
導
に
つ
と
め
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
期
間
中
、
交
通
安

全
推
進
員
や
安
協
、
婦
人
会
、
自
治

会
な
ど
の
団
体
が
、
幼
児
学
童
の
交

通
安
全
を
中
心
に
街
頭
指
導
を
行
な

い
ま
し
た
。
市
内
で
も
、
こ
ど
も
の

事
故
が
多
く
、
特
に
春
先
き
に
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
四
十
九
年
度

は
、
幼
児
が
六
名
、
小
学
生
九
名
、

中
学
生
二
名
の
計
十
七
名
が
負
傷
し

う
ち
一
名
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
恐
ろ
し
い
交
通
事
故
を
な

く
す
た
め
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
父
母
、
家
庭
で
の
注
意

◇
登
校
時
間
に
時
間
の
余
裕
を
も
た

せ
、
注
意
を
与
え
て
登
校
さ
せ
る
。

◇
き
め
ら
れ
た
通
学
・
通
園
路
を
歩

きおつけよう……

いつも通る道だけど

前
や
後
の
横
断
は
や
め
ま
し
ょ
う
り

□
道
路
で
の
遊
び
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ロ
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
横
断
は
危
険
、
左

右
を
た
し
か
め
て
手
を
上
げ
て
渡
り

ま
し
よ
う
o

口
右
側
を
一
列
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
醗
”

い
し
つ
け
と
保
護
に
気
を
く
ば
ろ
う
。

「
－
こ
ど
も
さ
ん
へ
の
注
意
」

□
道
路
へ
の
と
び
出
し
、
車
の
す
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
象

交
通
安
全
教
室
（
田
川
町
で
）

紛
諮
轟
讐

こ
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に

石
　
坂
　
賢
　
次
（
市
交
通
安
全
協
会
長
）

　
子
ど
も
の
交
通
事
故
は
、
比
較
的

自
分
の
家
の
近
く
の
裏
通
り
で
多
発

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
け
が
、
を
し
た
子
ど
も
の
年

齢
は
九
歳
以
下
が
非
常
に
多
く
、
な

か
で
も
三
歳
か
ら
五
歳
児
の
事
故
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
交
通
事
故
ほ
ど
悲
惨
な

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
を

交
通
事
故
か
ら
守
り
、
健
や
か
な
成

長
を
見
守
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ

ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　
お
母
さ
ん
は
、
毎
日
保
育
園
や
学

校
に
通
う
子
ど
も
さ
ん
を
見
て
い
る

と
、
急
に
頼
も
し
く
、
し
っ
か
り
し

て
見
え
て
、
　
「
わ
が
子
に
限
っ
て
」

と
考
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
実
は
、
こ
の
心
が
危
険
な
の
で
す
。

　
お
母
さ
ん
方
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
事

を
心
得
、
守
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

○
子
ど
も
の
性
格
を
よ
く
知
る
こ
と

　
　
気
早
や
で
あ
る
と
か
、
走
り
た

　
が
る
と
か
、
ぼ
ん
や
り
す
る
等
、

　
自
分
の
子
ど
も
の
性
格
を
知
る
こ

　
と
が
大
切

○
服
装
や
持
ち
物
に
も
注
意

　
　
衣
服
や
、
は
き
物
は
身
体
に
よ

　
く
合
っ
た
も
の
を
つ
け
さ
せ
る

○
帽
子
は
頭
に
合
わ
せ
、
あ
ご
ひ
も

　
は
切
れ
て
い
な
い
か

○
通
学
・
通
園
道
路
は
、
必
ら
ず
決

　
め
ら
れ
た
道
を
歩
い
て
い
る
か
確

　
め
る
。
な
お
、
時
に
は
お
母
さ
ん

　
も
一
緒
に
歩
い
て
、
ど
こ
が
危
険

　
か
、
ど
ん
な
注
意
が
必
要
か
を
、

　
自
分
で
確
め
る

0
時
間
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
行
く
よ

　
う
に

○
お
母
さ
ん
が
幼
児
と
歩
く
時
は
、

　
手
を
つ
な
ぎ
、
お
母
さ
ん
が
車
道

　
側
を
歩
く

0
雨
の
日
に
傘
を
さ
す
時
は
、
特
に

　
注
意
し
、
傘
は
大
き
す
ぎ
な
い
物

を
持
た
せ
る

◆
●
O
l
●
●
◆
●
●
1
●
●
◆
・
●
1
●
●
○
●
●
○
●
●
1
●
●
0
2
0
3
1
●
●
1
3
◎
3
1
●
●
1
●
●
○
●
●
0
3
◆
●
●
◆
●
●
◆
●
●
1
●
●
○
●
●

交
通
三
悪
は

　
恐
ろ
し
い
交
通
事
故
は
、
起
こ
し

た
く
な
い
も
の
ー
。
し
か
し
、
万
一

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
、
一
日
一

円
の
安
い
掛
金
で
お
互
い
に
助
け
あ

つ
て
見
舞
金
を
支
給
し
ょ
う
と
い
う

目
的
で
、
交
通
災
害
制
度
が
発
足
し

今
年
で
七
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
間
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
で

年
々
会
員
数
も
増
加
し
、
昭
和
五
十

年
二
月
現
在
で
、
会
員
数
二
万
八
千

百
五
人
、
加
入
率
五
十
五
％
と
な
り

交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

ま
し
た
。
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
願
い
も

む
な
し
く
事
故
は
な
か
な
か
減
り
ま

せ
ん
。
交
通
事
故
は
、
い
つ
自
分
の

身
に
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
人

は
、
ぜ
ひ
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
加
入
方
法
は
、
直
接
現
金
を
添
え

て
、
市
役
所
環
境
課
交
通
安
全
係
か

市
農
協
く
各
支
所
）
・
市
内
各
銀
行

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し

て
い
て
も
、
加
入
者
の
故
意
又
は
重

大
な
過
失
が
あ
っ
た
場
合
や
無
免
許

飲
酒
運
転
等
交
通
三
悪
に
よ
る
場
合

は
見
舞
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

加
入
資
格

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
人
は
だ
れ
で

も
年
齢
に
関
係
な
く
加
入
で
き
ま
す
。

　
共
済
掛
金

　
一
人
年
額
三
百
五
十
円
、
年
度
の

途
中
で
加
入
さ
れ
て
も
同
額
で
す
。

　
共
済
期
間

　
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
、
し
か
し
、
四
月
以
降
、
年

の
途
中
で
加
入
し
た
場
合
は
、
会
費

を
納
入
し
た
日
の
翌
日
か
ら
共
済
期

間
が
始
ま
り
ま
す
。

　
見
舞
金

　
死
亡
し
た
と
き
は
五
十
万
円
。
け

が
を
し
た
と
き
、
け
が
の
程
度
に
応

じ
て
五
千
円
か
ら
三
十
万
円
の
見
舞

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
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建
設
中
の
西
小
学
校

　
　
　
　
5
1
年
4
月
開
校
を
め
ざ
し
て

　
西
小
学
校
の
建
設
は
、
昭
和
四
十

九
年
八
月
着
工
以
来
、
二
ヵ
年
継
続

事
業
で
進
め
ら
れ
、
す
で
に
外
観
が

出
来
あ
が
り
、
現
在
内
装
工
事
が
急

ピ
ッ
チ
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
総

事
業
費
は
五
億
三
干
五
百
万
円
。

　
校
舎
が
完
成
す
る
昭
和
五
十
一
年

四
月
に
は
、
学
校
規
模
は
十
九
学
級

（
普
通
十
八
、
特
殊
一
）
と
適
正
規
模

と
な
り
、
恵
ま
れ
た
環
境
の
な
か
で

教
育
効
果
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
西
小
学
校
は
、
十
日
町
小
学
校
と

川
治
小
学
校
を
分
離
し
、
市
街
地
の

北
西
部
に
あ
た
る
本
町
西
線
の
西
側

（
寅
甲
．
一
六
五
番
地
）
一
角
に
建
設

す
る
も
の
で
、
西
小
学
校
に
入
学
す

る
児
童
は
、
昭
和
五
十
年
四
月
一
日

か
ら
名
目
的
に
分
離
し
、
西
小
学
校

が
完
成
す
る
昭
和
互
十
一
年
四
月
ま

で
、
そ
れ
ぞ
れ
両
校
の
校
舎
で
学
習

を
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
国
鉄
飯
山
線
西
側
を

　
通
学
区
に

　
西
小
学
校
の
通
学
区
は
、
い
ま
ま

で
の
十
日
町
小
学
校
、
川
治
小
学
校

の
通
学
区
を
つ
ぎ
の
と
お
り
変
更
し

編

急ピッチに工事がすすめられている
　　　　　　　西小学校の建設現場

ま
す
。

　
十
日
町
小
学
校
区
の
飯
山
線
か
ら

西
側
地
域
と
川
治
小
学
校
区
の
川
治

川
か
ら
北
に
飯
山
線
か
ら
西
側
地
域

で
す
。

　
市
教
委
で
は
、
通
学
路
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

四
月
分
休
日
救
急
医

13

日
（
日
）
池
田
医
院
禾
町
西
．
）

　
　
　
　
　
　
曾
、
一
－
二
五
八
一
番

20

日
（
日
）
山
ロ
医
院
褒
町
忠

　
　
　
　
　
　
曾
．
丁
一
二
七
四
番

27

日
（
日
）
中
条
病
院
北
塗

　
　
　
　
　
　
曾
ヒ
ー
三
〇
一
八
番

29

日
（
祝
）
庭
野
医
院
（
神
明
町
〉

　
　
　
　
　
　
魯
二
－
二
七
一
一
番

昭
和
5
0
年
度
春
季
火
災
予
防
運
動

　
昭
和
5
0
年
度
春
季
火
災
予
防
運
動
の
閣
環
と
し
て
、
十
日
町
地

域
消
防
本
部
・
署
は
、
こ
の
ほ
ど
、
防
火
相
談
所
、
消
防
展
や
高

層
建
築
物
の
消
防
救
助
訓
練
等
主
婦
の
た
め
の
防
火
教
育
な
ど
を

実
施
し
、
火
災
の
未
然
防
止
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彙
　
轟

賞
悶
騰

働

出
火
は
2
6
件

　
昭
和
4
9
年
度
火
災
発
生

　
白
書

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
・
署
は
、

こ
の
ほ
ど
昭
和
4
9
年
度
の
市
内
火
災

発
生
状
況
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
出
火
総
数
は
2
6

件
で
損
害
額
は
四
百
六
十
万
五
干
円

で
し
た
。
こ
れ
は
、
昭
和
4
8
年
に
く

ら
べ
、
四
二
・
六
％
の
減
、
件
数
で

四
件
の
増
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

昭
和
4
8
年
度
死
傷
者
10
人
に
対
し
昭

和
4
9
年
度
は
0
と
死
傷
者
は
で
ま
せ

ん
で
し
た
。
火
災
は
、
ち
ょ
づ
と
の

油
断
か
ら
大
事
に
い
た
る
ケ
ー
ス
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
火
の
元
に
は
、
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

山
火
事
に
ご
注
意

　
春
先
に
な
る
と
、
例
年
山
火
事
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
春
先
き
の
火
災

原
因
は
、
た
き
火
や
タ
バ
コ
の
火
の

不
仕
末
が
ほ
と
ん
ど
を
し
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
、
山
菜
取
り
等
で
山

に
入
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

た
き
火
や
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
は
絶

対
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
み
ん
な
の
協
力
で
、
無
火
災
の
記

録
を
う
ち
た
て
た
い
も
の
で
す
。

　
医
学
の
た
め
に

　
　
　
　
　
献
体
を

　
医
科
大
学
で
は
、
解
剖
実
習
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
体
構

造
を
知
る
た
め
の
学
問
で
、
将
来
の

立
派
な
医
者
を
育
て
る
た
め
に
最
も

大
切
な
学
問
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
自
分
の
遺
体
を
解
剖
学
実
習
の
教

材
と
し
て
、
医
学
の
お
役
に
立
て
た

い
と
い
う
人
々
の
集
ま
り
に
「
白
菊

会
」
が
あ
り
ま
す
。
白
菊
会
で
は
、

医
学
の
進
歩
の
た
め
に
献
体
し
よ
う

と
い
う
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
だ
れ
で
も
入
会
で
き
ま
す

　
白
菊
会
に
は
、
だ
れ
で
も
入
会
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
会
員
に
な
ら
れ
た

か
ら
と
い
っ
て
、
報
酬
や
特
点
は
全

く
あ
り
ま
せ
ん
。
▽
あ
な
た
の
献
体

　
去
る
二
月
二
十
七
日
、
イ
タ
リ

ア
国
コ
モ
市
と
姉
妹
都
市
提
携
が

な
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、

東
小
学
校
三
年
三
組
の
木
内
聡
子

（
本
町
七
－
二
）
さ
ん
か
ら
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
便
り
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
　
本
文

　
春
日
市
長
様

　
市
報
と
お
か
ま
ち
を
読
み
ま
し

た
。
ラ
ウ
ラ
・
ク
レ
リ
チ
さ
ん
と

文
通
し
た
い
の
で
す
が
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
よ
い
の
で
す
か
。
も
う

一
つ
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
り
っ
ぱ
な
学
校
を
建
て
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
が
、
七
．
1
目
の
通

学
路
が
な
く
て
困
っ
て
い
ま
す
。

　
一
日
も
早
く
通
学
路
を
つ
く
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
お
答
え

　
ラ
ウ
ラ
さ
ん
の
住
所
は
、
つ
ぎ

登
録
に
家
族
全
員
の
同
意
が
必
要
▽

あ
な
た
に
肉
親
が
い
な
い
場
合
は
、

友
人
と
か
地
区
の
委
員
か
ら
、
あ
な

た
の
献
体
同
意
者
に
な
っ
て
、
も
ら

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
い
こ

と
は
、
新
潟
市
旭
町
通
り
一
番
町
・

白
菊
会
新
潟
大
学
支
部
（
奮
㎜
6
1

6
1
番
内
線
3
0
7
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
事
業
所
統
計
調
査
に

　
ご
協
力
を

　
五
月
十
五
日
現
在
で
、
農
業
を
除

く
市
内
の
全
産
業
を
対
象
と
す
る
事

の
と
お
り
で
す
。
英
文
は
万
国
共

通
で
す
が
、
無
理
で
し
た
ら
、
日

本
文
で
送
ら
れ
て
も
、
コ
モ
市
に

日
本
人
も
い
ま
す
の
で
、
訳
せ
る

と
思
い
ま
す
。
航
空
運
賃
は
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
十
砂
・
百
円
、
十
好
．
増
す

ご
と
に
九
十
円
増
し
。
航
空
書
簡

五
十
円
で
す
。

　
通
学
路
は
、
農
道
、
私
道
で
す

と
む
ず
か
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、

現
在
の
国
道
か
ら
東
小
学
校
ま
で

の
道
路
（
四
日
町
新
田
岡
入
線
）

約
二
八
○
層
間
を
こ
と
し
幅
員
九

・
五
冒
（
歩
道
を
含
む
）
に
拡
幅

す
る
予
定
で
す
。
踏
切
に
つ
い
て

も
、
し
ゃ
断
機
を
取
り
つ
け
る
よ

う
国
鉄
に
交
渉
中
で
す
。

輔舞．

響轄

盤雛．
麟謹．簸誌

　
籔

鷺

イタリア国コモ市22，100
ブランビラ12

業
所
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
調
査
員
が
事
業

所
へ
お
伺
い
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
主
な
調
査
事
項

　
事
業
所
名
、
従
業
者
数
、
事
業
内

容
　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▽
四
月
十
七
日
…
…
稲
荷
町
三
、

四
の
一
部
～
千
代
田
町
、
午
前
八
時

半
～
午
後
一
時
ま
で
　
▽
四
月
十
八

日
…
…
田
麦
、
午
前
九
時
～
正
午
ま

で
　
▽
四
月
ニ
レ
四
日
…
…
城
之
古

一
部
～
高
島
の
一
部
、
午
前
九
時
半

～
午
後
一
時
半
ま
で
。
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き
れ
い
な
ま
ち
は
み
ん
な
の
手
で

　
　
　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
表
示
板
を
更
新

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
表
示
板
は

風
雨
等
で
ペ
ン
キ
の
文
字
が
不
鮮
明

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
十
日
町
市
・

川
西
町
衛
生
施
設
組
合
で
は
、
こ
の

ほ
ど
市
内
約
六
百
ヵ
所
の
ス
テ
ー
シ

ヨ
ン
表
示
板
を
更
新
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

常
に
清
潔
に
し
、
ま
ち
の
美
観
を
そ

こ
な
わ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
近
所
に

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
お
互
い
に

注
意
し
た
い
も
の
。

ご
み
収
集
計
画
も
か
わ
り
窪
し
た

　
ご
み
収
集
計
画
も
、
去
る
四
月
一

日
か
ら
か
わ
り
ま
し
た
。
収
集
計
画

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
回
覧

舗簿．

屡

♂
鱒
匙

黛
欝
紛

黛
灘
鷺
酷

彦
〃
誤
鎌
恥

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
お
間

違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
○
ご
み
は
、
収
集
日
以
外
に
は
絶

対
に
出
さ
な
い
。

　
○
事
業
所
、
工
場
、
商
店
等
で
排

出
さ
れ
る
多
量
の
ご
み
は
、
各
自
で

運
搬
す
る
等
適
切
に
処
理
し
て
く
だ

さ
い
。

　
○
廃
油
、
汚
泥
、
古
タ
イ
ヤ
、
農

業
用
ビ
ニ
ー
ル
等
は
、
自
己
処
理
ま

た
は
業
者
に
処
理
を
依
頼
す
る
よ
う

　
古
タ
イ
ヤ
は
、
メ
ー
カ
ー
に
引
取

っ
て
も
ら
う
か
、
埋
立
て
の
場
合
は

15

・
～
程
度
に
切
断
し
て
く
だ
さ
い
。

　
O
収
集
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
次

回
送
り
と
し
て
い
ま
す
が
、
で
き
る

限
り
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
回
覧
文
書
等

を
見
落
さ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ

灘蒸豊叢鷺難簗蕊
ぽ　　ぴヤ
，　傷　　γ　　　　。”蓋猶シ9ン・
，登又謡嚢甕．　馨．物き
一新されたごみステーションの表示板

さ
い
。

市
勤
労
者
住
宅
建
設
資
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
融
資
制
度
の
ご
利
用
を

　
市
で
は
、
市
内
の
勤
労
者
を
対
象

に
、
昭
和
五
十
年
度
か
ら
住
宅
建
設

資
金
融
資
制
度
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
希
望
者
は
、
五
目
一
日
か
、
h
．
五
月

三
十
一
日
ま
で
に
労
働
金
庫
テ
日
町

支
店
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
融
資
対
象
者

　
一
、
二
年
以
上
市
内
に
居
住
し
て

い
る
こ
と
。
二
、
労
働
金
庫
の
会
員

の
構
成
員
で
あ
る
こ
と
。
三
、
市
内

手
を
つ
な
ζ
つ
世
界
の
若
者

　
世
界
青
少
年
交
流
協
会
で
は
、
日

本
青
少
年
代
表
団
と
し
て
海
外
へ
派

遣
す
る
青
少
年
（
十
八
歳
～
三
レ
歳
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
募
集
人
員
は
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ

カ
、
オ
t
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
世
界
二

十
二
ヵ
国
、
千
百
八
卜
五
名
で
す
。

　
申
し
込
み
等
く
わ
し
く
は
、
市
社

会
福
祉
事
務
所
に
要
項
を
準
備
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

に
自
か
ら
居
住
用
に
供
す
る
住
宅
を

新
増
改
築
す
る
者
（
住
宅
購
入
を
含

む
）
四
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と
。

　
融
資
額

　
五
十
万
円
以
上
二
百
万
円
以
内

　
融
資
期
間

　
五
年
、
十
年
、
十
五
年
の
三
種
類

　
融
資
利
率

　
年
八
％
。
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く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
商
工

課
魯
七
⊥
三
二
番
又
は
、
労
働

金
庫
十
日
町
支
店
曾
七
i
八
一
．
、
O
O

番
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

融
雪
災
害
に

ご
注
意

　
気
候
も
ゆ
る
む
春
を
迎
え
、
各
地

で
融
雪
災
害
が
発
生
し
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
例
を
見
て
も
、
春
先
か
ら

融
雪
水
に
よ
る
河
川
の
増
水
に
伴
う

護
岸
の
決
壊
、
山
崩
れ
等
の
被
害
が

目
立
ち
ま
し
た
。

　
各
家
庭
で
は
、
気
象
情
報
に
十
分

注
意
し
、
特
に
水
害
、
地
す
べ
り
、

山
崩
れ
等
の
災
害
に
よ
る
人
身
事
故

な
ど
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▽
根
津
征
二
（
川
原
町
）
…
…
七

干
円
▽
十
三
和
会
（
代
表
　
村
山
松

栄
）
…
…
一
二
万
円
▽
内
藤
直
義
（
椌

木
）
…
…
千
円
▽
十
日
町
実
業
高
校

生
徒
会
（
文
化
祭
益
金
）
…
…
四
万

八
千
五
百
八
十
二
円
　
▽
山
崎
ミ
エ

　
（
池
之
尻
）
香
典
返
し
…
…
三
万
円

▽
池
田
金
策
（
嘉
勝
）
香
典
返
し
…

…
五
万
円
▽
桑
原
一
郎
（
名
ヶ
山
）

…
…
十
万
円
。

　
電
線
に
ご
注
意

　
電
線
に
接
近
し
て
鯉
の
ぼ
り
を
立

て
る
の
は
危
険
で
す
。
鯉
の
ぼ
り
を

立
て
る
と
き
は
、
周
囲
を
よ
く
確
か

め
て
か
ら
お
た
て
く
だ
さ
い
。

　
　
（
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
）

明
る
い
家
庭
づ
く
り
推
進

地
区
に
吉
田
地
区
指
定

　
吉
田
地
区
は
、
明
る
い
家
庭
づ
く

り
推
進
地
区
と
し
て
県
よ
り
指
定
を

受
け
ま
し
た
。

　
心
身
と
も
に
明
る
い
青
少
年
を
育

て
る
こ
と
は
、
ま
ず
家
庭
か
ら
は
じ

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。証
明
手
数
料
な
ど
改
正

　
四
月
一
日
か
ら
、
市
の
証
明
書
な

ど
の
手
数
料
が
つ
ぎ
の
と
お
り
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

　
身
分
証
明
書
、
印
鑑
証
明
書
、
住

民
票
の
写
し
、
土
地
建
物
証
明
、
そ

の
他
の
証
明
書
及
び
代
書
：
二
枚
に

つ
き
七
十
円
。
公
簿
の
閲
ら
ん
・
：
一

回
七
十
円
。
印
鑑
登
録
証
の
交
付
手

数
料
：
二
件
五
十
円
。
な
お
、
転
出

証
明
書
の
一
枚
に
つ
き
五
十
円
、
戸

籍
謄
抄
本
七
十
円
（
一
枚
に
つ
き
）

は
そ
の
ま
ま
で
す
。

　
確
定
申
告
が
間
違
っ
て

　
い
る
と
き

　
昭
和
4
9
年
分
の
所
得
税
確
定
申
告

の
受
付
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
所
得

や
税
額
の
計
算
を
間
違
え
て
、
税
額

を
少
な
く
計
算
し
た
と
き
、
ま
た
、

税
額
を
多
く
計
算
し
た
と
き
は
、
そ

れ
ぞ
れ
修
正
、
更
生
の
請
求
が
で
き

ま
す
。
申
告
書
の
用
紙
は
、
十
日
町

税
務
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
十
日
町
税
務

署
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

■市勢／人ロー50，534人（男24，508人・女26，026人）／世帯数…11，497／面積・…211。44㎞1（3月旧現在
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㎎
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ー
M
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3

益宴訪騨i慈艦穿
　新年度から、川治小学校に在宅訪問学級が開設され・

このほど桑原豊明君の自宅で在宅訪問学級の開級式が行なわれました・

豊明君は、校長先生から胸に名札をつけてもらい、思わずにっこり。

担任の山本先生の指導で、一生懸命勉強をつつけています。


